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ムラサキサギゴケとトキワハゼ

ー植物園の雑草逹―

丑九 敦 史

神戸大学発逹科学部

元京都大学生態学研究センター

植物園 といえば、「珍 しい樹木、綺麗

な花々」とい うイメージがあるかもしれ

ません。けれ ど、京大植物園では足下に

目をやると様々 な草本 が地味 な花々 を

ひっそ り咲かせているの を見 ることが

できます。それらの草本は「雑草」とひ

とくくりに呼ばれて しまいます。「雑草」

はしば しば人に嫌われ、刈 り取 られた り

'|き

抜 かれた りして花 を付 けることす

ら言午してもらえないことがあります。し

か し、京大植物園では「雑草もまた研究

素材であるJと い うEll場 寛先生の言葉に

助けられて小 さな花を付 けることを許

されてきました。京大植物園のニュース

レター「ゆ くのき通信」 1号 として、そ

んな「雑草」といわれる植物逹にもそれ

ぞれ名前があ り、まさに「研究素材」た

り得 るとい うことを皆さんにお伝 え し

たいと思います。

私 が共同研究 を した中田兼介 さん=)

と一緒に、「研究素材」 として選んだの

はムラサキサギ ゴケ (Mazυs“ヵ uθ′″
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Makino)(写 真 la)と トキワハゼ (M

″pms(Thunb.)〇 .Kuntze) (写

真 lb)と い う二種の植物です。この二

種 は同 じゴマ ノハ グサ科サギゴケ属に

属 しながら、異なる生 き方をしています。

ムラサキサギゴケは多年生、一方、 トキ

ワハゼは一年生なのです。一年で枯れて

しまう トキワハゼ と翌年 も花 をつける

ことのできるムラサキサギゴケ、この生

き方の逹 いは二種の花の性質に大 きな

違いをもたらす とい うことが調べ られ

てきました。私たちはその花の違いにつ

いてさらに調べてみたのです。

東京学芸大学の木俣美樹男先生の研

究によると、「ムラサキサギゴケは昆虫

(ハ ナバチ、甲虫)に 花粉 を運んでもら

い種子 を作 るのに対 し、トキワハゼは昆

虫には頼 らず 白殖 (自 分の花粉で種子 を

作る繁殖方法)を する」となっています
1)。
一年 しか繁殖の期間がない トキヮハ

ゼは、たとえ昆虫がいない環境であって

もいつでも安定 した種子生産 で きる自

殖 を行っているのです。

この植物の名前は「常磐に (春 から秋 ま

でいつでも)は ぜる (種子 をつ くる)」

とい う意味でつけられてお り、一年 とい

う限 られた期間でなるべ く多 くの種子

を自らつ くるとい うこの植物の生 き方

をよ く表 しています。一方、ムラサキサ

ギ ゴケはハナバチな ど送粉 昆虫が花粉
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短おしべ長

写真l aム ラサキサギゴケ bト キワハゼ

を運んで くれないとその時は種子生産

をできないのですが、次の年にまた花を

付けたときにハナバチが来て くれれば

種子をつけることができるのです。私逹

はこの繁殖様式の差が どのような花の

形態差をもたらすのかを研究 しました。

実際には花を分解 しながら、花の色々な

器官 (花弁、め しべ、おしべ 図 1)の

大きさを 109個 のムラサキサギゴケ

の花 と 120個 の トキワハゼの花につ

いて沢1り 、二種の間でどのような逹いが

あるかを検討 しました。サギゴケ属の花

図1花器官のサイズ測定箇所

は図 1で 表 したよ うな基本構造 を持 っ

ています。

ここで基本的な花の春官を説明 します。

サギゴケ属の植物の花弁はお互いに融

合 し筒状になっており、筒の部分を花筒

(か とう)、 下に大きく伸びた部分を唇

弁 (し んべん)と いいます。花筒は蜜を

送粉昆虫以外のものから守 り、唇弁は飛

んでやって くる送粉昆虫が花にとりつ

くための場所 としての役 目などを持っ

ています。またこの仲間は二つのタイプ

のおしべを持っておりそれぞれ、長おし

べと短おしべ と呼ぶことに します。二種

とも両タイプのおしべは花粉 を生産 し

ていますが、トキワハゼでは長おしべの

花粉のみを使って白殖をしています
1)。

め しべはその先端の柱頭で花粉 を受け

取 り、基部にある子房で種子生産を行い

ます。各器官の説明がすんだところで、

それぞれの器官の大きさを測定 した結
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図 2 唇弁長 (左 )と 唇弁長のばらつ

ばらつ きが大 きいことを表す。

果をお見せ します。

まずは花の全体の大きさからです。図

2を 見るとムラサキサギゴケの唇弁長

は トキワハゼの二倍以上あることがわ

かります。ハナバチを■ばなくてはいけ

ないムラサキサギゴケでは花を大 きく

目立つように している一方、自殖できる

トキワハゼは資源を使って大 きな花を

哄かせるのは損になるのです。自殖植物

で花が小 さくなることはこれ までも報

告されています。余談ですが、ムラサキ

サギゴケのサギゴケという名はこの種

の白花変種では、昆虫を誘 うための大き

な白い花弁が鳥のサギの翼のようにみ

えるというところに由来 しています。

次に唇弁長のばらつきをみると、ムラ

サキサギゴケはあまりばらつかず、トキ

ワハゼで大きくばらつ くことがわかり

き (右 )。 変動係数が大きいほどサイズの

ます。このことは「ムラサキサギゴケの

花の大 きさは送粉昆虫に合わせてある

サイズに決 まっているが、自殖種の トキ

ワハゼではいろいろな花の大 きさがあ

る」ということを示 していると考えられ

ます。

さらに唇弁長における (唇 弁長―花筒

長)の害J合 を計算 してみるとムラサキサ

ギゴケで0.60ト キワハゼで0.50と 、ト

キワハゼでノトさくなっていることがわ

かります。このことは トキワハゼでは昆

虫が花に取 り付 くための部分 を減 らし

ている、つまり、昆虫に頼ってないこと

がここからもわかるのです。

また二種のレヒ較からこれまでに知 ら

れていなかった新 しい発見がありまし

た。それはめ しべ長 と長おしべ長の関係

についてです。二つの長さの相関をとる

ムラサキサギゴケ トキワハゼ
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図3 二種におけるめしべ長と長おしべ長の相関

関係 (相関係数で表示)。 相関係数が大き

いほど相関関係が強い。

と トキワハゼでよ り強 い相関が見 られ

ました (図 3)。 この種ではめ しべが大

きくなれば、長お しべも大 きくなること

を意味 します。トキワハゼでは自分の花

粉を自分の柱頭に付けるために、花の大

きさに関わ らず常に、お しべの先端の商

の位 置が柱頭の近 くに あるよ うにデザ

インされているとい うことを表 してい

るのです。

以上はムラサキサギ ゴケ と トキワハ

ゼの花 をしヒ較 して見つ けた ことの一部

ですが、「雑草」逹の花をしヒ較す るだけ

で、多年生 と一年生 とい う生き方の違い

が花の形態差 を生 じさせ るとい う進化

の過程 を研究することがで きました。こ

の発見は、単に今回研究 した二種の花の

違いを示 しているのではな く、世界に多
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く存在す る自殖 をす る花逹に見 られ る

進化的 な傾向を説明で きる発見である

と考 え、論文にまとめることがで きまし

た
2)。

足下 をみ ると月ヽ さな花々がひっそ り

咲いています。「雑草」 という言葉で く

くって無視せず、目を向けてあげて くだ

さい。彼 らにも私逹 と同 じ時間をかけて

進化 してきた歴史があり、そこから私た

ちが学べることは多いはずです。郡場先

生の数十年前の言葉は、そういうことを

伝 えたかったのではないか と私は勝手

に想像 しています。

注)東京経済大学現代法学部、元京都大学理

学部動物生態学科

文献

1)木 俣美樹男 (1984)サ ギゴケ属植物の

生活史と種生態 (分担執筆)、 河野昭一編『植

物の生活史と進化 1 雑草の個体群統計

学』 pp.123-137 培風館

2)Ushimaru A alld K.Nよ ata。 (2002)

The cvoludon of flower allometry in scling
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第

一
回

『
常

大

植

物

園

便

り

』

《
夢

の
森

へ
》

園

Ｔ

　

中

島

和

秀

此
度
、

「
常

大

植
物

園

を
考

え

る
会
」

か

ら

ニ

ュ
ー

ズ

。
レ
タ
ー

『
ゆ
く

の

さ
通

信
』
が
刊

行

さ
れ

る
と
耽

き
、
と

て
ｔ
嬉

し
く

ユ

ひ
ま

し
た
。
そ

し

て
、

お

め

で
た

う
御

座

暑

ま

す
。

さ

て
、

こ
の
植

物

園

は
広

き

が
絢

五
千
坪

（
一
・
十

五

ヘ
ク

タ
ー

ル
）
で
、

へ
十

年

余

り

の
歴
史

が
有

り
、

小
ぢ

ん

ま

り

と

し

た
森

を

形
成

し

て
暑
ま

す
。

私

は

一
九

九

七
年

四
月

一
日
よ

り

園

Ｔ

（
非

常

動

職

員
）

と

し

て
、

省

園

に

て
働

か

せ

て
頂
き
、

絢

十

年

が

夢

の
や

う

に
過
ぎ

〓

り

ま

し

た
。

管

理

・

維

持

の
仕

事

を

し

て
暑

ま

す
。

京

都
市

在

常

区
北

白

川

西

町

の
京

都

人

単

北

部

構

内

の
東

端

に
、

ひ

っ
そ
り

と
良

付

く

街

中

の
静

か
な
、

奇

蹟

の
夢

の
森

だ

と

足

っ
て
ゐ
ま

す
。

何

故

に
そ

こ
が
奇

蹟

で
あ

り
、

夢

の
森

な

の
か

と
申

せ
ば

、

植

物

園

の

入

口
を

く
ぐ

り

少

し
具

に
足

を

踏

み

入
れ

る
と
、

気

持

ち

が
楽

に
な

り
何

ん

だ

か

ほ

ん
わ
り

と

眠

く
な

っ
て
来

る

の

で
す

。

・
。

風

の
そ
よ
ざ

、
野
鳥

の
き

へ
づ

り
、
樹

木

の
さ

き

や
き
、
本

の
せ

せ
ら
ぎ

、

木

ｔ

れ
び

、

白

い
三

の
流

れ
、

市

だ

れ

の
昔

違

が

そ

の
時

折

々

に
、

そ

こ
を

訪

れ

る

人

々
を

迎

へ
て
呉

れ

る
か

ら

で
す
。

そ
れ

は

へ
十
数

年

末
、

省

園

を

創

り
育

て
見

守

っ
て
来

ら

れ

た

え

人
達

の
、

努

力

と

希

〓

の
賜

物

だ

と
考

え

て
暑
ま

す
。

そ

の
森

は
京

都

の
街

の
片

隅

に
静

か

に
在

り
ま

す
。

そ

し

て
、

こ
れ

か

ら

え

ｔ

末

ス

く
、

せ
び

る
事

な

く
慎

じ

や

か

に
、

そ

の

募

し
き

が
保

ち
ま

す

や

う

に
、

さ

さ

や

か
な

力

を

尽

し

て
行

き

た

い
と

二

っ

て
暑

ま

す
。

と

こ
ろ

で
、
『
ゆ
く

の
さ

通

信
』

の

「
ゆ

く

の
さ
Ｌ
‘
と

は
、

池

の
傍

に
在

る
落

葉

香

木

で
省

園

を

代

表

す

る
樹

木

の

一
つ
で
す

。

官

さ

は
絢

二
十

四
メ

ー

ト

ル

で
■

幹

は

四

つ
に
分

れ
、

胸
富

直

径

が

二
十

セ

ン
チ

で
樹
木

番

号

は

二

一

一
番

で
す
。

曖

地

に
自

生

す

る

羽
状

複

葉

の
木

な

の

で
す

が
、

街

中

に

在

る
事

は
と

て
ｔ
珍

ら

し

い
と

言
わ

れ

て
暑

ま

す
。

一
～

七

年

に

一
度

だ

け

一
斉

開

花

し
ま

す

が
、

最

近

で
は

二
〇

〇

二
年

五

月

に
、

そ
れ

は
募

事

に
満

開

と

な

り

ま

し

た
。

そ

の
名

の
由

来

は

「
ゆ

さ

の

さ

↓

ゆ

く

の
さ
」

と
変

化

し
た

さ

う

で
、

人

さ

く
広

が

っ
た
技

全

体

を

覆

ふ

や

う

に
、

小

さ

な
白

い
花

が

雪

の
如

く

に
積

る
と

こ
ろ
か

ら

名

付

け

ら

れ

ま

し
た
。

因

み

に
今

年

（
二
〇

〇

一
年
）

春

に
は
、

全

く

と

言

っ
て
よ

い
程

に
花

は

開

さ

ま

せ
ん

で
し
た
。

次

号

よ
り

植

物

園

の

四
季

折

々
を

お
矢口
ら

せ

し

て
行

く

予

定

で
す

の

で
、

引

き
続

き
御

期

待

下

さ

い
。

初

し
ぐ

れ
遥

か
な
時

の
言
葉

よ
り
夢

の
森

へ
と

い
ざ

分

け

入
ら

む

和
秀

（
■

）
　

マ
メ
科

フ
ジ

キ
属

ユ
ク

ノ
キ

　

学

名

は

０

こ

戯
Ⅵ針
ワ
業
ヽ
一０
０ヽ
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京

人

植

物

園

の

２

い
出

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
回
常
大
植
物
園
の
見
い
出
を
掲
載

す
る
予
定
で
す
。
今
回
は
、
子
ど
ｔ
の
こ
ろ
植
物
園
や
北
部

校
内
で
遊
ん
だ
二
い
出
を
お
寄
せ
い
た
だ
さ
ま
し
た
。

「
農
学
部
の
ぎ
ん
な
ん
」

藤

井

裕

ニ

私

は
今

出

川

通

り

の
農

単
部

前

で
生
ま

れ

育

っ
た

の

で
、

子

供

の
頃

の
遊

び

場

と

い
え
ば

、
音

田
山
か
常

大
晨

学

部

。
理
学
部

キ

ャ

ン
パ

ス
内

で
し
た
。

昔

田
山

は

当

時
、

野

大

ｔ
多

く
、

ち

ょ

っ
と
危

険

だ

っ
た

の

で
、

毎

日

の

よ

う

に
遊

ん

で

い
た

の

は
、

■

に
晨

学
部

だ

っ
た

の

で
す
。

私

に
と

っ
て

は

ワ

ン
ダ

ー

ラ

ン
ド

で
す
。

晨

学
部

で

の

『
か
く

れ

ん

ぼ
』

は
隠

れ

る

ほ

う

七

大

変

で
、

な

か
な

か

オ

ニ
が

見

つ
け

て
く
れ
ず

、
日
が
暮
れ
、
と

て
ｔ
怖

い
二

い
を

し
た

ｔ

の

で
す
。

さ

て
、

今

頃

の
季

節

で
見

い
出

さ

れ

る

の

は
、

湯

川

記
２

館

か
ら
グ

ラ

ウ

ン
ド

ま

で
に

か

け

て
、

道

路

に
そ

れ

は

そ
れ
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だ
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（九
ペ
ー

ジ
参

照
）

在 ::也の前で記全撮影。当時

は出散山がよく見えてい

ます。(1943●

在下 :現在の風景を周 じ力 句

で撮影 してみました

12006年 11月期

|の  ご 植
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私 と京大植物園 とのかかわ

一 自己紹介 をかねて一

坂本 二和

京都大学大学院晨学研究科 院生

京大植物園とのご縁は、学部生のころ、

トチ餅作 りに使 う反を分けていただい

たのが始まりでした。私は芦生ゼ ミとい

う自主ゼミに参カロしていて、京人の演習

林 (現在は研究林)が ある芦生の集落で

トチ餅の作 り方を教わっていました。ト

チの実はそのままでは苦いので、仄を使

ってアク抜 きしますが、京都の街中では

仄がなかなか手に入 りません。先輩から、

「理学部植物園で出る枯枝を匁分する

ために焚 き火をしているようだから相

談 してみては」と聞いて京大植物園を訪

ねたところ、当時の二人の職員の方々は

快 く応 じて下さいました。普この研究と

は少 し違った形の植物園の利用で した

が、親切に対応 していただいたことを今

でもありがたく思つています。また、普

段、仄は園内に撤いて還 しているそうで、

そこからも植物園の管理への細やかな

配慮を感 じました。

その後、2003年 4月 に「京人植物園

を考える会」の観察会が開始 してからは、

観察会やシンポジウムにスタッフとし

写真1 栃餅とわたし

て参カロしてきました。観察会に何度も参

カロした現在でも、勉強不足で党えられて

いない植物がたくさんありますが、四季

折々の植物園の様々な表情を楽 しんで

きました。 また、副次的な効果 として、

学内タトに知 り合いが増えたことや、植物

園のシンポジウムや十一月祭への出晨

などの宣伝のために「立て看」をよく書

いたことがあります。看板やパネルは五

枚以上は作 りました。タタミニ枚ほども

ある看板に、自分のセンスをたよりに色

鮮やかに文字を書いてい くのは気持ち

のよいものです。植物園をタロらなかった

ら、そうした体験もなかったかもしれま

せん。

反に しても立て看にしても、私は、メ



ゆ く の まを百佐テ 7 2006.72

に注 目することで、植物園のよりよい運

用 を考 えるための上台作 りに もなって

いるのではないか と私は考えています。

観察会に参カロされている方々が、観察会

や植物園に どんな思いがあるのか とい

うことも、このニューズレターの場など

で是非お聞 きすることができれば、と思

っています。

写真2 百万遍交差点の京人植物園シンポ

ジウムの立て看

イ ンのルー トとは少 し外れ た ところで

植 物 園 と関わ って い るの か も しれ ませ

ん。 しか し一方 で、そ うした多様 な関わ

りが許 され る ところに、京大植物園の も

う一つの豊かさがあるようにも思えま

す。

さて、最近、去る8月 20日 のことで

すが、北海道で行われた「日本環境教育

学会」で、京人植物園の観察会について

発表をしてきました。大学植物園で、有

恙主催の観察会が三年以上継続 してい

て、学内だけでなく学外からも多くの参

カロがあるという夕1は 全国でも数少ない

と思います。京人植物園の観察会は、植

物園の存在や価値を広め、多くの人が身

近な自然に触れる機会にもなっている

と思います。また、様々な人々が植物園
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植物園を写 した写真、

スケッチを探 しています

大石 高典

京都大学大学院理学研究科 院生

1923年 (人正 12年)の 設立以来、

京大植物園の歴史はたかだか 80年 足ら

ずですが、この間に現在植物園のある場

所を合めて、かつては見波す限 り田圃だ

ったリヒ白川は、下宿屋さんや居酒屋、定

食屋 さんが立ち並ぶ独特の大学街 とし

て大きな変貌を遂げました。その中にあ

って、植物園は、小ぢんまりとした森に

育ちました。

大学文書館に保存されている開園か

ら間もない頃の京大植物園の写真を、現

在の植物園の様子 と比べると、植生環境

の変化に驚きます (6ペ ージ写真参照)。

口圃から出発 し、「生態植物園」 という

一見粗放な管理方針のもと、味水を引き

込んだ小川や池、築山、洞窟などが人エ

的に造成され、その多様な土壌環境に、

収集。植栽された植物が分類群 ごとに配

置植栽されたほか、「勝手に生えてきた」

植物が繁茂 し、大学財務部からは「空き

地」と看倣 されるほど、半栽培の実験が

無意識 (?)かつ盛んに行われてきた京

大植物園は、現在各地の都市で流行の

“ビオ トープ"の魁 とも言えるかもしれ

ません。

自然再生の掛け声は、実にいろいろな

ところで聞 こえてきますが、仮に「望 ま

しにヽ」とされ る自然 を再生することがで

きても、それが地域の生活文化に根付か

ねば、お金が切れたところでその試みは

終わって しまうで しょう。翻 って、 80

年続いてきた京大植物園は、大学人はも

ちろん、地域社会 と、どのようなかかわ

けを持って発逹 して きたので しょうか。

来年度以降、現在の植物園内植生調査

など、滞っている基礎的な資料 1又 集を精

力的に行 って植物園の景観 をなす生物

相の記録 を進めると同時に、様々な方か

ら提供 して頂 いた写真やスケ ッチ資料

をもとに、植物園や吉田 LLlの 植生変化 を

中速に、リヒ白川の景観が どのように変わ

ってきたのか、を把握 しつつ、大学によ

る研究・教育からはみ出た、一般の皆さ

んによる植物園のウラの力1用 も含めて、

人 と植物園の関わ りの一端 を明 らかに

していきたいと思っています。画像がな

くても、植物園でのエピソー ドや観察経

験、「こんな遊びをした」「こんなものを

見た/捕 まえた」 などのお話だけでも大

歓迎ですので、ぜひぜひお寄せ ください。

お話を聞かせていただいた上で、ニュー

ズレター「ゆ くのき通信」や「京大植物

園を考える会」のウェブサイトにてご紹

介 していく予定です。
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編集後記

「植物園を考える会」ができたのは2003年の4月 でした。初期のころの

話しあいのなかで、ニュースレターを刊行することも決まっていました。第

1号の刊行が今になったのは、ようやく時期が熟したという表現を使いたい

と思います。しかしすでに3年前に原稿を書いてくださっていた丑丸さんに

は大変申し訳ないという思いでいっぱいです。これに懲りず、植物園で出会

う「雑蜘 と呼ばれる植物について、 また楽しい文章をお願いいたしま丸
この会は会員もなく、役員もありません。その時々にいろんな人力ヽ tヽ ろ

んな役害1を果たしています:活躍したと思えば去って行き、また新しい人が

かかわってくれます。みんな植物園やそこに関わっている人々に興味がある

のでしょうね。このニュースレター「ゆくのき通信」もそんな感じで、植物

園とともにずっと続いてゆけばいいなと思います。

最後に、 この会に体力をつけてくださった今村彰生さん、 瞭 人に植物園
があってよかった」という言葉をのこしてくださったタッキー中川さんに、

この「ゆくのき通信」を捧げて謝意をあらわしたいと思いま魂

2006“手11月 23日

まとめ人代表 久松ユリ

常大檀物園を考える会ニュースレター
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